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• 回答結果によると、渋谷、丸の内エリアの成約賃
料水準は、上昇に転じた。2023年以降、オフィス
回帰の流れの中で、立地優位性の高いエリアの
空室消化が進む。

• 湾岸エリアは、比較的都心に近い品川（港南口）
の空室消化が順調である一方で、東陽町、錦糸
町等は依然として厳しい状況が継続。湾岸エリア
内においても二極化の兆候が見られる。

• 都区部外では、横浜・川崎エリアは需要を上回る
供給が継続しており、空室増加の傾向が顕著であ
る一方、埼玉県の大宮エリアは、大型ビルの供給
が少ないこともあり、貸し手優位な状況が継続。
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移転理由の動向（対前期比） 単位：件数

想定テナント層のカーボンニュートラルに対する態度（規模・築年別）
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S・Aクラス成約賃料レンジの時系列比較（万円／坪）

エリア別S・Aクラス成約賃料レンジ （共益費込）
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【S・Aクラス】

以下の基準を概ね満たすもの（原則）

①築20年以内

②駅から5分以内

③基準階面積500坪以上

④延床面積10,000坪以上

凡例
（賃料レンジの平均値により区分）

4.0万円以上/月・坪

3.0以上4.0万円未満/月・坪

2.0以上3.0万円未満/月・坪

2.0万円未満/月・坪
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（注）1. 時事テーマについては、東京・大阪・名古屋計27社の回答を集約
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環境対応が前提 一定程度、重要

一定程度、重要
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